
久地の小学校の沿革

明治１３年　設立
昭和４５年　久地小学校と統合

明治２１年　設立
昭和４０年　旧宇賀小学校分校となる
昭和４４年　旧宇賀小学校と統合

明治９年　　設立
昭和４６年　久地小学校と統合

旧宇賀小学校
う　が

旧高山（高原）小学校
たか やま たか はら

旧魚切小学校
うお きり

※各小学校の沿革は「百年誌　くち」から引用
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１４５年の歴史がある久地小学校（令和元年６月撮影）

平成３０年１１月撮影

明治７年　　久地村に啓蒙社として創立
明治４１年　水口尋常小学校と魚切尋常
　　　　　　小学校を合併、
　　　　　　久地尋常小学校を創立
昭和４５年　宇賀小学校を統合
昭和４６年　魚切分校を統合
昭和５６年　久地南小学校新設

令和２年４月　飯室小学校と統合
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く　ち



久地の小学校の沿革

明治１３年　設立
昭和４５年　久地小学校と統合

明治２１年　設立
昭和４０年　旧宇賀小学校分校となる
昭和４４年　旧宇賀小学校と統合

明治９年　　設立
昭和４６年　久地小学校と統合

旧宇賀小学校
う　が

旧高山（高原）小学校
たか やま たか はら

旧魚切小学校
うお きり

※各小学校の沿革は「百年誌　くち」から引用

500ｍ0

太
田
川

吉
山
川

高
山
川

久地冠山
（572.6m）

高八山
（429.4m）

久地小学校

32正法寺

33

宇賀大橋

: 宇賀ダム

; 宇賀峡

8間野平発電所

34

久地冠山

9

久地北・太田川げんき村

7

ひろしま市民の里＠安佐

6 明法寺

3

西正寺

4 水口神社

5

ふれあいの里 三国 花みどり公園

広
島
自
動
車
道

広島方面久地南方面

広島北方面

加計方面

久地保育園

加
計
街
道

久
地
通
り

本串山

久地冠山

尻高山
高八山

広
島
自
動
車
道

久地小学校

太
田
川

［地図のマーク］ 神社 寺院 学校 コンビニ

　

久
地
の
地
名
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
諸

説
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
の
内
の
一
つ
が
、

細
長
い
地
形
的
な
も
の
か
ら
「
久
」
の
地

と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

も
う
一
つ
は
江
戸
時
代
の
年
貢
を
納
め

る
の
に
、
久
地
の
ほ
と
ん
ど
が
百
石
以
上

の
武
士
に
給
与
と
し
て
支
給
さ
れ
る
「
給

地
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
久
地
と
呼
ば
れ

始
め
た
と
言
わ
れ
る
説
が
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
確
証
が
あ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
久
地
の
地
形
は
細
長
い
地
形

で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

久
地
地
区
に
は
、
昭
和
４０
年
代
ま
で
旧

魚
切
小
学
校
、
旧
宇
賀
小
学
校
、
旧
高
山

（
高
原
）
小
学
校
と
久
地
小
学
校
の
四
校

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
統
合
に
よ
り

久
地
小
学
校
の
み
と
な
り
、
昭
和
５６
年
に

久
地
南
小
学
校
が
分
離
し
、
新
設
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
１
４
５
年
の
歴
史
の
あ

る
久
地
小
学
校
が
令
和
２
年
４
月
で
飯
室

小
学
校
と
統
合
さ
れ
ま
す
。

　

久
地
は
時
代
の
変
化
に
よ
っ
て
、
だ
ん

だ
ん
と
住
む
人
が
減
り
、
集
落
が
無
く

な
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
も
出
て
き
て
い
ま

す
。
残
念
な
こ
と
で
す
が
、
久
地
の
こ
の

素
晴
ら
し
い
山
、
川
、
空
の
景
色
は
変
わ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
住
ん
で
い
る

者
と
し
て
は
、
こ
の
景
色
を
大
切
に
し
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
方
に
見
て
も
ら
え
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
維
持
し
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

彖

裔

ガ

侃

姿

ゼ

侃

疫

┎

亞

兆

箸

ブ

怦

デ

〞

ガ

鼠

范

┎

卓

椶

休"

恥"

け"

っ

１４５年の歴史がある久地小学校（令和元年６月撮影）

平成３０年１１月撮影

明治７年　　久地村に啓蒙社として創立
明治４１年　水口尋常小学校と魚切尋常
　　　　　　小学校を合併、
　　　　　　久地尋常小学校を創立
昭和４５年　宇賀小学校を統合
昭和４６年　魚切分校を統合
昭和５６年　久地南小学校新設

令和２年４月　飯室小学校と統合

久地小学校
く　ち



久地北・太田川げんき村
くちきた・おおたがわげんきむら

気軽に訪れることのできる地域に開かれた施設。「山野草を食べる会」

「ホタルの夕べ」「しめ縄づくり」「梅の剪定」「手打ちそばづくり」等を行っ

ている。ウォーキングのスタート地点としても利用可能。

9

季節ごとの自然を生かした体験活動ができる
ウォーキングの拠点としての利用も

宇賀ダム
うがだむ

宇賀峡入口にある。取水は上流の高山川の他、

太田川上流の吉ヶ瀬発電所からと水内川から地

下トンネルでダムに流れ込んでいる。ダムからは

再び、トンネルで間野平発電所へ流れている。

:

水力発電用に造られたダム
水内川からも流れ込む

完成　昭和 34（1959）年

堤高　31.5ｍ　

堤長　108ｍ

宇賀峡
うがきょう

宇賀ダムから高山川沿いを約６ｋｍ進むと高山

地区へ着く。高山川には太田川漁協が毎年、ヤマ

メを放流し、4月1日の解禁日には多くの釣り人

が腕をふるっている。

;

高山川沿いに自然豊かな峡谷
渓流にはヤマメや山野草も

旧高山小学校跡

正法寺
しょうほうじ

住職が亡くなり、現在は地区の住民によって管理されている。境内から宇

賀ダムや田んぼを眺めることができる。裏手の石段（右下の写真）を上った

ところに観音堂（右上の写真）がある。

32

地区の住民が管理
境内からは宇賀ダムを臨める

宇賀大橋
うがおおはし

宇賀大橋は太田川にかかる吊り橋。すぐそばには、廃線となった

旧ＪＲ可部線の長い鉄道橋（右の写真手前）が残っている。また、

太田川の真ん中には黒い浮石、通称「小河内ザウルス」（右下の写

真）がある。

33

太田川に架かる赤い吊り橋
木製の床板からの眺めは絶景

久地冠山
くちかんむりやま

標高５７２．６ｍ。登山道は分かりやすいが、急坂な

ところが多くある。間野平発電所そばから登り、下

山は途中から宇賀ダム側へ下りる道もある。いろ

いろな景色の変化を楽しむには良いコース。

34

急坂が続く中級者コース
山頂直下の岩場は要注意

（橋の長さ）　140.5ｍ
（高さ制限）　3.5ｍ　（重量制限）　1ｔ

休恥"け"っ
久地に金山があった頃の６５０年前に建立された。建物

は明治２２（１８８９）年頃に改修され、現在に至る。

第二次世界大戦中、日本軍が、松の木から油分を採って

航空燃料を抽出していた。この西正寺の庭の松からも取

られた名残りが今もある。

６５０年の歴史
庭の松の木から航空燃料へ

西正寺
さいしょうじ

3

西正寺の庭の松

航空燃料用に油分を採った

傷跡が残る

水口神社
みずぐちじんじゃ

元々は、川井北原古八幡にあったが、社殿が火

災にあい、３００年に現在地に再建されたとい

う記録が残る。毎年、神社の夏越祭りが７月最

終週日曜日に、秋祭りは１０月第２週の土日に

開かれ、神楽が上演されている。

３００年前に移転再建
夏と秋に祭り

4

ひろしま市民の里＠安佐
ひろしましみんのさと　あさ

市民が、いつでも自由に参加して、農業、林業な

ど農村文化を体験することができる。

荒れ地の開墾、里山の整備、米や野菜の栽培、

農産物の加工、農村文化の体験、里山の自然体

験などができる。

農村文化の体験施設
野菜栽培、里山整備、自然体験等

7
大正14（1925）年完成　9,500 kW

昭和34（1959）年増設 15,000 kW

　　　　　　　　計　24,500 kW出力

間野平発電所
まのひらはつでんしょ

発電は、宇賀ダム経由と津伏堰堤

～宇賀ダム前の水路橋経由の２系

統で発電所まで送られてきた水の

落水で行っている。

落水した水は、さらに地下を通って

太田川発電所まで送られる。

完成は大正時代
宇賀ダムからの水で発電

8

太田川から発電所への水路橋

明法寺
みょうほうじ

今から４００年前に本願寺顕如の

弟子が出家し、久地北原地区に建

立したといわれている。

寺の庭には樹齢約３００年の松が

経蔵の下を這うように生えていた。

残念ながら枯れたが、残木は門徒

により大切に保管されている。

名物の樹齢約３００年の松
枯れても門徒が保管

6

明法寺の庭の松　

在りし日の姿

ふれあいの里 三国 花みどり公園
ふれあいのさと みくに はなみどりこうえん

安佐町は昭和３０年代後半に「緑と詩の町」とし

て自然休養村づくりをしてきた。公園内には、

「シャクナゲの国」「わんぱくの国」と名付けられ

た場所やグラウンドゴルフ場があり、「わんぱく

の国」には「見晴らしの丘」やドッグランがある。

西日本有数のシャクナゲが咲く
花木や鉢花、園芸用品の販売も

5

け"っ"休恥
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4

ひろしま市民の里＠安佐
ひろしましみんのさと　あさ

市民が、いつでも自由に参加して、農業、林業な

ど農村文化を体験することができる。

荒れ地の開墾、里山の整備、米や野菜の栽培、

農産物の加工、農村文化の体験、里山の自然体

験などができる。

農村文化の体験施設
野菜栽培、里山整備、自然体験等

7
大正14（1925）年完成　9,500 kW

昭和34（1959）年増設 15,000 kW

　　　　　　　　計　24,500 kW出力

間野平発電所
まのひらはつでんしょ

発電は、宇賀ダム経由と津伏堰堤

～宇賀ダム前の水路橋経由の２系

統で発電所まで送られてきた水の

落水で行っている。

落水した水は、さらに地下を通って

太田川発電所まで送られる。

完成は大正時代
宇賀ダムからの水で発電

8

太田川から発電所への水路橋

明法寺
みょうほうじ

今から４００年前に本願寺顕如の

弟子が出家し、久地北原地区に建

立したといわれている。

寺の庭には樹齢約３００年の松が

経蔵の下を這うように生えていた。

残念ながら枯れたが、残木は門徒

により大切に保管されている。

名物の樹齢約３００年の松
枯れても門徒が保管

6

明法寺の庭の松　

在りし日の姿

ふれあいの里 三国 花みどり公園
ふれあいのさと みくに はなみどりこうえん

安佐町は昭和３０年代後半に「緑と詩の町」とし

て自然休養村づくりをしてきた。公園内には、

「シャクナゲの国」「わんぱくの国」と名付けられ

た場所やグラウンドゴルフ場があり、「わんぱく

の国」には「見晴らしの丘」やドッグランがある。

西日本有数のシャクナゲが咲く
花木や鉢花、園芸用品の販売も

5
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